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 まちのわだい

中部横断自動車道（山梨県新直轄区間）中心杭打ち式

平成２９年度の開通を目指し、１０年後成人する沿線６町の小学４年生

が杭にメッセージを記入、合計７００本の杭でつながる児童の夢･･･！

身延町一色地内にて

本町からは、３組の親子が代表として杭打ち式に参加。右の写

真は常葉の切金尚
ひさし

さん大
たいせい

成くん親子で、大成くんが中心点を確

認。左の写真、左から和田の駒井勝彦さん択
た く み

海くん親子、切石

の依田秀美さん紗
さ り な

理奈ちゃん親子が中心杭を打設しました。

　

中
部
横
断
自
動
車
道
（
富
沢
・
増
穂
間
）
に
つ
い
て

の
整
備
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。（
富
沢
〜
六
郷
間
28
㎞

に
つ
い
て
は
国
が
主
体
と
な
っ
て
整
備
す
る
新
直
轄
方

式
、
そ
れ
以
外
の
区
間
は
従
来
の
有
料
道
路
方
式
）

平
成
18
年
２
月　

整
備
方
針
決
定

平
成
18
年
５
月　

推
進
会
議
を
組
織

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
山
梨

県
増
穂
以
南
の
区
間
47
㎞
に
つ
い
て
、
沿
線
６
町
（
身

延
・
南
部
・
早
川
・
市
川
三
郷
・
増
穂
・
鰍
沢
）
の
町

長
及
び
山
梨
県
、
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
、

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
の
担
当
者
11
名
が
委
員
と

な
り
「
中
部
横
断
自
動
車
道
（
増
穂
以
南
）
推
進
会
議
」

を
組
織
し
ま
し
た
。

そ
し
て･･･

７
月
９
日
に･･･

一
色
地
内
に
お
い
て
、「
中
部
横
断
自
動
車
道
（
山
梨

県
新
直
轄
区
間
）
中
心
杭
打
ち
式
」
が
国
土
交
通
省
甲

府
河
川
国
道
事
務
所
の
主
催
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
式
典
会
場
に
は
、
直
轄
区
間
沿
線
６
町
の
小

学
４
年
生
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
た
杭
と
写
真
が
並

び
、
山
梨
県
知
事
を
は
じ
め
県
関
係
の
国
会
議
員
、
県

議
会
議
長
・
県
議
会
議
員
、
ま
た
静
岡
県
静
岡
市
か

ら
長
野
県
佐
久
市
ま
で
の
沿
線
各
市
長
・
町
長
な
ど
約

７
０
０
名
が
参
集
す
る
中
、
古
関
観
音
太
鼓
の
山
間
に

響
き
渡
る
太
鼓
の
音
を
合
図
に
、式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
で
あ
る
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

の
廣
瀬
昌ま
さ
よ
し由
所
長
が
「
こ
の
杭
打
ち
式
は
、
現
場
で
の

作
業
の
第
一
歩
と
な
る
。
一
日
も
早
い
完
成
に
向
け
最

大
限
努
力
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
部
横
断
自
動
車
道
（
富
沢
・
増
穂
）
建
設
促
進

連
絡
協
議
会
会
長
で
あ
る
依
田
光
弥
身
延
町
長
か
ら
は
、

「
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
た
沿
線
住
民
と
っ
て
記

念
す
べ
き
日
、
今
日
招
か
れ
て
い
る
小
学
４
年
生
の
子

ど
も
た
ち
が
成
人
式
を
迎
え
る
と
き
に
全
線
開
通
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
沿
線
６
町
や

静
岡
市
、
佐
久
市
等
の
特
産
市
場
が
開
か
れ
、
ま
た
郷

土
芸
能
競
演
で
は
身
延
の
万
燈
講
が
に
ぎ
や
か
に
イ
ベ

ン
ト
の
最
後
を
締
め
く
く
り
、
建
設
に
向
け
て
の
記
念

す
べ
き
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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ホ
タ
ル
か
ご
づ
く
り

　

６
月
６
日
、
下
部
開
発
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
下
部
地
区
高
齢
者

学
級
に
よ
る
ホ
タ
ル
籠
づ
く
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
人
に
作
り
方
を
教

え
た
り
、
お
互
い
の
作
品
を
見
せ

合
っ
た
り
す
る
光
景
も
見
ら
れ
、

３
時
間
後
に
は
、
約
70
個
の
ホ
タ

ル
籠
が
完
成
。
一
つ
一
つ
手
作
り

の
た
め
、
四
角
の
も
の
を
基
本
に

六
角
形
の
も
の
な
ど
、
非
常
に
個

性
豊
か
な
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

こ
の
高
齢
者
学
級
で
は
、
一
色

ホ
タ
ル
ま
つ
り
で
も
一
般
の
方
を

対
象
に
し
て
ホ
タ
ル
籠
作
り
教

室
を
開
い
た
り
、
ま
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
ホ
タ
ル
籠
づ
く
り

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ

る
な
ど
、
と
て
も
好
評
で
す
。

清
友
チ
ー
ム
が
優
勝

　

６
月
７
日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

功
徳
会
で
は
、
第
17
回
功
徳
会
主

催
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
、
同
施
設
の
利
用
者
や
関

係
者
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
豊
寿
荘

の
利
用
者
、
身
延
地
区
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
な
ど
計
18
チ
ー
ム

が
参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
通
じ
て
同
施
設
と
地
域
の
人

た
ち
と
の
交
流
や
同
じ
よ
う
な
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
間
の
交

流
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
大
会
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し

な
が
ら
、
笑
顔
で
和
気
あ
い
あ
い

と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
27
回
県
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

６
月
３
日
、
第
27
回
県
市
町
村

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
県

下
22
市
町
村
か
ら
30
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
開
幕
、
身
延
は
、
一
回
戦

で
昭
和
町
と
対
戦
、
初
回
に
１
点

を
先
制
さ
れ
る
が
、
そ
の
裏
に
す

か
さ
ず
逆
転
、
そ
の
後
も
追
加
点

を
挙
げ
、
先
発
の
雨
宮
、
遠
藤
と

の
リ
レ
ー
で
六
回
コ
ー
ル
ド
と
な

る
８
対
１
で
勝
利
し
二
回
戦
に
駒

を
進
め
ま
し
た
。

　

８
日
に
行
わ
れ
た
二
回
戦
で
は

甲
州
市
Ａ
と
対
戦
、
四
回
に
２
点

を
先
制
さ
れ
る
苦
し
い
展
開
と
な

り
ま
し
た
が
、
六
回
に
三
番
佐
野

（
大
）
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
同

点
に
追
い
つ
く
と
、
最
終

回
に
は
四
番
若
林
の
ヒ
ッ

ト
で
見
事
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
波
に
乗
っ
た
身

延
は
、
準
々
決
勝
で
甲
府

市
Ａ
と
対
戦
、
一
・
二
回
戦

で
好
リ
リ
ー
フ
し
た
遠
藤

が
好
投
し
、
打
線
で
は
二

回
に
若
林
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

で
先
制
す
る
と
、
四
回
に

２
点
、
五
回
に
一
挙
４
点

下
部
荘
を
慰
問

　

６
月
８
日
、
身
延
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
望
月
正
治
会
長
）
で
は
、

社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
下
部
荘
を
慰

問
し
、
入
所
者
の
末
永
い
健
康
を

祈
念
し
な
が
ら
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

望
月
会
長
は
、慰
問
の
際
に「
身

延
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
旧
身

延
町
の
地
区
を
中
心
に
40
年
の
歴

史
を
刻
ん
で
き
た
が
、
市
町
村
合

併
に
伴
い
身
延
町
全
域
に
奉
仕

活
動
の
輪
を
広
げ
、
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
責
務
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
日
が
そ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
今

後
も
有
益
な
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。

を
奪
い
五
回
コ
ー
ル
ド
と
な
る
７

対
０
で
快
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
最
終
日
と
な
る
10
日
、
準

決
勝
で
身
延
は
南
部
町
（
本
大
会

優
勝
チ
ー
ム
）
と
対
戦
、
初
回
に

３
点
を
先
制
さ
れ
、
す
ぐ
さ
ま
雨

宮
の
ヒ
ッ
ト
で
１
点
を
返
す
も
の

の
、
二
回
目
以
降
無
得
点
の
ま
ま

試
合
終
了
と
な
り
１
対
３
で
惜
し

く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

悲
願
の
決
勝
進
出
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
二
年
連
続
堂
々
の

第
３
位
と
い
う
輝
か
し
い
結
果
で

し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
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消
防
職
員
救
助
技
術
大
会

　

６
月
23
日
、
下
山
の
峡
南
消
防

本
部
訓
練
場
に
お
い
て
、
山
梨
県

消
防
職
員
救
助
技
術
大
会
が
開
催

さ
れ
、
県
内
10
の
消
防
本
部
か
ら

約
１
７
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
５
人
一
組
で
要
救

助
者
を
約
７
ｍ
の
高
さ
ま
で
救
助

す
る
「
引
揚
救
助
」
な
ど
７
種
目

が
行
わ
れ
、
安
全
性
、
確
実
性
や

所
要
時
間
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
一
位
は
、
引
揚
救
助

「
富
士
五
湖
消
防
」、
ほ
ふ
く
救
出

「
東
山
梨
消
防
」、
ロ
ー
プ
応
用
登

は
ん
「
峡
南
消
防
」、
ロ
ー
プ
ブ

リ
ッ
ジ
渡
過
「
峡
南
消
防
・
丸
山

洋
隊
員
」、
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救

出
「
甲
府
地
区
消
防
」、
は
し
ご

登
は
ん
「
富
士
五
湖
消
防
・
土
橋

辰
徳
隊
員
」、
障
害
突
破
「
峡
南

消
防
」
で
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
、

種
目
別
に
関
東
大
会
ま
た
は
全
国

大
会
へ
出
場
す
る
予
定
で
す
。

久那土保育所

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ

　

６
月
28
日
、
久
那
土
小
学
校

に
お
い
て
、
県
で
推
進
し
て
い
る

「
レ
ッ
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
英
語
活
動

推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ
」
が
行

わ
れ
、
南
巨
摩
郡
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
中

心
に
15
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
参
加
し
、

楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

３
階
ホ
ー
ル
で
自
己
紹
介
を

し
た
後
、
早
速
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
手
遊

び
、
挨
拶
の
仕
方
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ア
メ
リ
カ
ン
ド
ラ
ム
の
演
奏
や
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
児
童
と

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か

ら
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
行
わ
れ
、

児
童
に
と
っ
て
は
楽
し
み
な
が
ら
、

国
際
理
解
を
深
め
る
い
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

講
演
会
・
風
林
火
山
の
世
界

　

６
月
28
日
、
身
延
町
総
合
文
化

会
館
に
お
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
チ
ー
フ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
若
泉
久
朗
氏
を

講
師
に
招
き
、「
風
林
火
山
の
世

界
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

来
年
１
月
か
ら
放
送
が
始
ま
る

大
河
ド
ラ
マ「
風
林
火
山
」を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
で
、
こ
の
放
映

を
機
に
町
の
観
光
施
策
研
究
の
機

会
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
原
作
「
風

林
火
山
」（
井
上
靖
著
書
）
を
も

と
に
武
田
信
玄
の
稀
代
の
軍
師
・

山
本
勘
助
の
生
涯
を
大
河
ド
ラ

マ
化
、
主
に
制
作
な
ど
に
つ
い
て
、

裏
話
や
ユ
ー
モ
ア
等
を
交
え
な
が

ら
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
質
疑
で
は
、

「
風
林
火
山
」
で
は
、
ぜ
ひ
、
町

内
と
の
関
わ
り
も
描
い
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
が
七
夕
の
飾
り
付
け

　

７
月
４
日
、
Ｊ
Ｒ
身
延
線
身
延

駅
に
お
い
て
、
大
野
山
保
育
園
の

年
長
園
児
17
人
と
大
島
保
育
園
の

年
長
園
児
10
人
に
よ
り
七
夕
の
飾

り
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

身
延
駅
の
上
田
武
駅
長
か
ら
、

「
き
れ
い
に
飾
り
付
け
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
る
と
、

早
速
飾
り
付
け
を
開
始
、
園
児
た

ち
は
我
先
に
と
竹
の
笹
に
、「
野

常葉保育所 大野山保育園・大島保育園

球
選
手
に
な

り
た
い
」
や

「
ケ
ー
キ
屋
さ

ん
に
な
り
た

い
」
な
ど
将

来
の
夢
を
書

い
た
短
冊
や

飾
り
を
結
び

つ
け
て
い
ま

し
た
。

　

上
田
駅
長

は
、「
駅
を
通
る
人
に
見
て
も
ら

う
た
め
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
毎

年
園
児
の
顔
を
見
る
の
が
楽
し

み
」
と
話
し
て
く
れ
、
最
後
に
、

駅
長
か
ら
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
な
ど
が

園
児
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
日
に
久
那
土
・
常

葉
保
育
所
で
も「
道
の
駅
し
も
べ
」

に
お
い
て
園
児
た
ち
に
よ
る
七
夕

の
飾
り
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開
かい

闢
びゃく

会
え

とは、今から約 730 年程前の鎌倉時代に、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日蓮聖人が山深い身延の地に入山され御草庵に入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られた記念の日（６月 17 日）を祝う行事で、開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闢会御入山行列は今年で第 20 回目を迎えました。

　６月 16 日の前夜祭では、町営仲町駐車場の特設ステージで舞踊、コーラス、よさこいソーランが披露され、

後半は、歌手・新沼謙治さんの歌謡ショー、花火の打ち上げと続き、733 回目の身延山開闢を盛大に祝いました。

　翌 17 日の御入山行列では、総門から三門を経て御草庵跡までの約１ｋｍあまりを日蓮聖人御入山当時の様子

をきらびやかに再現、うちわ太鼓を打ち鳴らし「南無妙法蓮華経」のお題目を唱える学僧を先頭に、駕
か ご

籠に乗っ

た身延山久遠寺の法主猊下、地元住民、役場関係者、地元企業の人々が扮した「奴
やっこ

」や「騎馬武者」、身延にゆ

かりのある徳川家康公の側室「お万の方」などおよそ 400 人が、古式ゆかしく練り歩きま

した。また、途中地元の保育園児による稚児も加わり、行列の最後には、地元の万燈講が笛

や太鼓のお囃子に乗せて纏
まとい

を振りながら御草庵跡まで練り歩きました。御入山行列の後は、

日蓮聖人が最初に居を構えた御草庵跡で大法要が行われ、日蓮聖人の威徳を偲びました。

ホ タ ル ま つ り

家族連れなど大勢の方がホタル籠づくりに挑戦、用意
した150束の材料や約40個のホタル籠も完売しました。

高齢者学級「ホタル籠づくり教室」

和太鼓の演奏「古関観音太鼓」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６月 10 日、第 21 回身延町一色ホタルまつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りが開催され、全国でも珍しい自然繁殖による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホタルを一目見ようと、多くの方が一色川を訪

れました。メイン会場の一色公民館では、古関観音太鼓による勇壮な和太鼓の演奏、三澤よしこさん（三澤在住）

による歌謡ショー、デビュー 10 周年を迎えた歌手の原愛佳さんによるメインの歌謡ショーが行われ、原さ

んのステージでは、観客が飛び入り参加でデュエットを楽しむ場面も見られ、会場は大いに盛り上がりました。

この日はホタルも数多く乱舞し、見物各の目を大いに楽しませてくれました。

原愛佳

歌謡ショー

身 延 山 開 闢 会

新沼謙治

歌謡ショー

御草庵跡で大法要

コーラス「身延山合唱団」

舞踊
「文化協会舞踊部」

よさこいソーラン「身龍会ＷＡＶＥ」

６月１６日、身延山開闢会前夜祭

　　１７日、身延山御入山行列

御入山行列
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＊随時行いますので、ご希望の方は事前にお問い合わせのうえ、ご来所ください。
●母子健康手帳交付・妊婦健康相談●

日にち 時　間 場　所 内　容

８月 10 日（木）
 午前 10 時～
　　11時30分

下部保健センター 開放日：自由遊びの日

８月 24日（木） 中富すこやかセンター 水遊び　

９月  ７日（木） 中富すこやかセンター 開放日：自由遊びの日

中富すこやかセンター
　福祉保健課 健康増進担当　☎ 0556-20-4611

問い合わせ先

不明な点は保健師まで問い合わせてください。

＊日 に ち：８月２３日（水）
＊時　　間：午前１０時～午後３時
　　　　　　　（正午～午後１時は昼食のため休み）
＊場　　所：身延町役場駐車場
＊持  ち  物：献血手帳（手帳のない方は身分の証

明できるものをご持参ください。）

●子育て教室：すくすくクラブ●

保 健 だ よ り

どなたでもお気軽にご参加ください。

●生活習慣病予防検診●
日にち 場所 受付時間

８月 19日（土）豊 岡 公 民 館

午前8時 30分～
  　10 時 30分

８月 20日（日）

身延町総合文化会館
８月 21日（月）
８月 22日（火）
８月 23日（水）
８月 24日（木）

下 山 上 沢 公 民 館
８月 25日（金）

８月 26日（土）
中富すこやかセンター

８月 27日（日）

８月 28日（月）身延町総合文化会館

８月 29日（火）中 富 西 嶋 和 紙 の 里

８月 30日（水）身延町総合文化会館

●　献　血　●

環境下水道課からのお知らせ

粗 大 ご み の 収 集

収 集 日　８月２０日（日）
　収集時間・収集場所・収集料金・申し込み表につ
いては、８月初旬に全戸配布します。

※大雨等の場合は８月２７日（日）に延期します。

その場合は、午前７時に防災無線等でお知らせし

ます。

問い合わせは、環境下水道課 環境衛生担当
　　　　　　　　　　　（☎ 0556-42-4811）まで

８月は「道路ふれあい月間」です

目　　的
　道路を利用している国民の皆さまに改めて道路

とふれあい、道路の役割や重要性を再認識しても

らい、さらには道路をいつくしむという道路愛護

思想の普及や道路の正しい利用の啓発を図り、道

路を常に広く、美しく、安全に利用する気運を高

めてもらうことを目的としています。

期　　間　８月１日（火）～３１日（木）の１か月間

■建設課 公共土木担当（☎ 0556-42-4808）

　６月末から飯富ふれあいセンターにおいて、

高齢者筋力向上トレーニングが週２回行われ

ています。

　このトレーニングは、加齢に伴い低下して

きた筋力を、機械を使ったり体操をしたりす

ることで筋力をつけ、転倒骨折の防止や日常

生活動作がしやすくすることを目的とし、３

か月間実施しま

す。まだスター

トして１か月く

らいですが参加

者全員がんばっ

て運動していま

す。

事業紹介
　　「高齢者筋力向上トレーニング」

＊年間予定表と場所が変更しておりますので、ご注意ください。
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国保だより 国民健康保険事業の運営（国民健康保険特別会計）

　 国民健康保険事業は、町を保険者として町が運営しています。財源としては国から交付される国庫支出金と

被保険者が負担する保険税を二大収入源とし、このほか、県からの交付金等を財源として、保険給付を中心とす

る事業を行っています。市町村の事業の中では、独立事業的な性格を有するため、特別会計を設けて独立採算で

運営しています。

　特別会計というのは、特定の収入によって、特定の支出にあてるために、一般会計から独立して経理を行うこ

とを言います。身延町の国民健康保険の運営は、基本的に一般町税（町民税、固定資産税等）を財源としません。

国民年金だより ねんきんの話をしましょう！ NO. ５

国民年金保険料を納めるなら口座振替＆前納制度が

　国民年金には、保険料が割引になる制度があります。

問い合わせ先
　竜王社会保険事務所　☎ 055-278-1104
　役場 町民課 町民担当　☎ 0556-42-4804

■平成１７年度の 主な歳入・歳出（決算見込み）は、下記のとおりです。

※問い合わせ先　町民課 国保老健担当 ☎ 0556-42-4804

現金で納付されている方は、ぜひこの機会
にお得な口座振替をご検討ください。 

得！

平成１８年度国民年金保険料額＋割引額一覧表

【１か月分ずつ納める場合】（＊１）
納 付 方 法 金 額 割 引 料

現金納付または口座振替
　　　　　　　（翌月末振替） 13,860 円 －

口座振替・早割
（当月末振替） 13,810 円 50 円

【６か月分を一括で納める場合（６か月前納）】（＊２）
納 付 方 法 金 額 割 引 料
現金納付 82,480 円 680 円

口座振替 82,220 円 940 円

　●口座振替をご希望の方
各社会保険事務所、金融機関等で申込手続き
をしてください。
※手続きから開始まで１～２か月かかる場合があ
ります。
※開始時期については、社会保険事務所での手続
き完了後、ご本人あてにハガキを郵送いたします。

（＊１）口座振替には１か月の前納制度があります。通常の振
替日は翌月末ですが、当月末の振替にすると、月々の保
険料が 50円安くなります。

（＊２）６か月分の前納は、４月分から９月分までの保険料を
当年４月末までに納め、10月分から翌年３月分までの
保険料を当年 10 月末までに納めます。（口座振替の場
合は、それぞれ４月末または 10月末に振り替えます。）

　注意…！
平成 18年 10 月分より、口座振替で「早割」また
は「６か月前納」をご希望の方は、竜王社会保険
事務所にご連絡ください。お申し込み時期によっ
ては引き落とし日までに手続きが間に合わない場
合があります。

《主な歳入》
　・国民健康保険税　　　　　　（25.44％）
　・国庫支出金　　　　　　　　（31.95％）　
　・退職者医療に係る交付金　　（14.78％）

となっています。このため、国保税の滞納が増加した
り、今後の国からの支援が減少されると、国保の財源
は急激に苦しくなってきます。当然、国保税の引き上
げ（値上）という形に跳ね返ってくることになります。
国保税の滞納のある方は、町民課課税担当、徴収担当、
国保老健担当までご相談をお願いします。

《主な歳出》
　・保険給付費（医療費）　　　  （68.54％）
　・老人保健への医療費援助　　（19.75％）　
　・介護保険への援助　　　　　（   5.08％）

となり、歳出のほとんどが医療費となっています。このため、
医療費の支出を抑えることが大変重要で、歳入を確保し、歳
出を抑えることができれば、安定した国保事業の運営が行え
ます。普段から健康に関心を持ち、自分の健康にあった方法
で健康の維持を図り、医療費削減にご協力をお願いします。

国民健康
保険税

 25.44％

国  庫
支出金

 31.95％

退職者
医  療
交付金

 14.78％

その他
 27.83％

医療費
 68.54％

老人保健
への

医療費
援助

 19.75％

介護保険への
援助 5.08％

その他 6.63％

国民健康
保険税

 25.44％

国  庫
支出金

 31.95％

退職者
医  療
交付金

 14.78％

その他
 27.83％

医療費
 68.54％

老人保健
への

医療費
援助

 19.75％

介護保険への
援助 5.08％

その他 6.63％
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　生涯学習課では、以下のような事業を予定しています。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

　※事業の詳細は、決定され次第必要に応じて回覧します。事業は都合により変更する場合があります。

事業名
実施期日

( 一部予定）
事業内容 会場 ・備考 担当

日本の書展 開催中
～ 8月 27日

日本の現代書壇を代表する書道家、山梨県を代表する書
道家の作品を会派を超え紹介します。

なかとみ
現代工芸美術館

和紙の里
担当

図書館を使った “調べ
る” 学習コンク－ル
入選作品展

開催中
～ 8月 8日

身近な疑問を図書館の本やインターネット情報で調べた
り、実験、観察など、さまざまな方法で調べた手順とわかっ
たことをまとめた作品の展示。

総合文化会館内
図書館通路

図書館
担当

戦争と平和展 開催中
～８月２０日 戦争に関する資料の展示

総合文化会館内
図書館通路

図書館
担当

夏休み親子映画会 8月 5日
“子ぎつねヘレン” を上映。北海道を舞台に、目と耳が不
自由なキタキツネを育てる少年と家族の絆を描く感動の
作品。開場 18:00  上映開始 18:30
入場料　大人 800円、小学生以下 300円

総合文化会館
ホール

総合文化
会館担当

小さな小さな朗読会
～命の重さ伝えたい～  

《沖縄》
8月 6日 毎年行っている「戦争と平和展」の一環。戦争を朗読によっ

て語り継いでいく。今年のテーマは ｢沖縄」
総合文化会館
メディアルーム

図書館
担当

第６回砂金掘り大会 8月 5日 技とスピードを競う競技としての砂金掘りです。お気軽
にご参加ください。

湯之奥
金山博物館

金山博物
館担当

第２回町内子どもクラブ
親睦球技大会 8月 20日 グラウンドゴルフ。身延町内の子どもクラブ員が会し、

相互の親睦を図ります。 勤労センター 生涯学習
担当

町長と語る
小中学生の集い 8月 23日 子ども達の夢や希望（要望）を聴き、新身延町について

共に考える機会とします。
身延総合文化会

館
生涯学習
担当

パソコン教室 8月末
インストラクターによる中級教室３回。　定員２０名、
テキスト代は自己負担
参加者募集チラシは回覧をご覧ください。

身延中ＰＣ教室 生涯学習
担当

問い合わせ先：身延総合文化会館（☎ 0556-62-2110）、和紙の里担当（☎ 0556-20-4555）
　　　　　　　金山博物館担当（☎ 0556-36-0015）、町立図書館担当（☎ 0556-62-2141）

事 業 の お 知 ら せ

生 涯 学 習 だ よ り

パソコン教室参加者募集

　身延中ＰＣ教室での開催です。中
級者のレベルアップ教室です。

 平成 18 年度
中富あすなろ塾開塾式

（6月 30 日 中富総合会館）

　公募による講師が講座内容を自主企
画し、多様な学習機会を提供しようと
努めている中富あすなろ塾。本年度は
22の講座が開講しています。

 平成 18 年度
青少年育成身延町民会議定期総会
（6月 10 日 中富総合会館）

　地域ぐるみで子どもの安全を守り、
たくましく心豊かな青少年の育成を活
動目標の一つとして、多くの町民の皆
さんの参加のなか開催されました。
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身延町波木井407番地 電話（0556）62-2141 HPアドレス  http://www3.town.minobu.lg.jp/lib/
NO.23

 ニューメキシコでの原爆実験の第一幕から、第四幕
広島への投下までの２３日間のノンフィクション。 
 米国政府、軍部、科学者、Ｂ２９搭乗員らの動きや
心の軌跡、呪われた運命の瞬間も知らず戦中をひたす
ら生きていた広島の人々の日常、日本政府の対応など
を臨場感溢れる同時進行の形で再現し、まさに秒読み
段階に入ったような緊迫感で一気に読ませる。 
 映画でもドラマでもなく、これが現実に我が国に起
こった事実であるということに戦慄する。

身延町下山  遠藤 哲也（６０代・男性）

『カウントダウン ヒロシマ』
  スティーヴン・ウォーカ－／著 

「  

」
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 　4 月以降、新しい分別が始まり、燃えるごみとして出す量が減ったなと実感し、そして燃えるごみの

大部分が生ごみだと気付き、この生ごみを何とかしたいと思っている方も多いと思います。しかしながら、

日常の生活で生ごみを自ら処理するのはなかなか面倒な作業です。地球環境悪化が問題視され、改善のた

めに一人ひとりの努力 が必要なことは広く理解されるようになったものの、まだまだ他人事のように済ま

せてしまいがちです。可燃ごみの減量そして地球温暖化防止等のためにも、今度は生ごみの減量にチャレ

ンジしてみませんか。

　町では生ごみ処理容器・生ごみ処理機の購入費補助制度を引き続き実施しています。この制度は、生ご

みを減量化し、衛生的に処理・堆肥化して家庭菜園や花づくりなどに活用していただくために実施してい

ますので、ご活用ください。

　【補助制度の概要】
　　　◎生ごみ処理容器

　　　　　生ごみを分解させ、その容量を減少、肥料化させる容器です。　　 　　　　　　　　
　　　　　補助金額は、購入金額の 1/2 で、１基当たり 5,000 円が限度です。
　　　　　旧町で補助された分も含めて 1世帯 3基までです。
　　　◎電気式生ごみ処理機　　　　　　　　　　　

　　　　　生ごみを分解・減量する機能を有した処理機です。
　　　　　補助金額は、購入金額の 1/2 で、１基当たり 20,000 円が限度です。
　　　　　旧町で補助された分も含めて 1世帯 1基です。

《電気式での生ごみ処理は》

　生ごみの処理は、主に次の３種類の方式になります。

設置場所・ランニングコスト等の問題を考えて「我が家」

にあったものを選びましょう。

ご み 減 量

さあ次は“生ごみ”にチャレンジです。

　①温風で乾燥処理する乾燥式　②微生物の働きに
よって生ごみを分解するバイオ式 ③送風乾燥後、バ
イオ処理するハイブリッド式があります。
　処理機の金額は、３万円～９万円位です。

《コンポスター容器での生ごみ処理は》

　生ごみを土に接触させて土の中の微生物やミミズ
などの働きを利用し、台所の生ごみの他、枯葉、枯
草、小枝などを堆肥にできます。容器の大きさも様々
なものがあり比較的生ごみが多く出る家庭にも対応
可能です。
　コンポスター容器の金額は、5千円～ 2万円位です。

《ＥＭ処理容器での生ごみ処理は》

　有機物を発酵させる働きがある EM（有用微生物群）
を活用し、短期間で生ごみを良質の発酵肥料に変え
ることができます。この発酵肥料は家庭菜園や花づ
くりに活用して楽しむことができます。EMボカシ（米
ぬかとモミガラを EMで発酵させたもの）と密閉容
器さえあれば、どこのご家庭でも手軽に行えます。
　EM処理容器の金額は、2千円～ 5千円位です。

※　ＥＭ活用　メモ　※

　ＥＭ処理容器による生ごみ処理は、

『前に一度やってみたけど失敗したから、それ以

来やってない』とか『どうもうまくいかない』　

という方も多いと思います。

その大半の原因が・・・

　○ＥＭボカシの量が少ない。

　○ＥＭボカシの品質が悪い。

　○定期的に発酵液を抜かない。

　○密閉されてない容器を利用している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　等です。

　今までに失敗してあきらめた方も新たにチャ
レンジ してみてはいかがですか。

☆町では、ＥＭボカシによる生ごみ処理・『ＥＭ
発酵液』の利用方法等の講習会を町内の各種
団体（概ね 20人以上の参加者）に対して実
施しています。

・・・補助金・講習会についてのお問い合わせは、
下記までお願いします。・・・

環境下水道課 環境衛生担当　☎ 0556-42-4811
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内閣総理大臣名の書状を贈呈します

〔請求期限は、 平成１９年３月３１日までです。〕

　先の大戦において、外地等（事変地の区域また

は戦地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務に従事

された旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従

軍看護婦の方（慰労給付金受給者は除く）に対し

て、そのご労苦に報いるため内閣総理大臣名の書

状を贈呈しております。

◆ご本人またはご家族などからのご連絡をお待ち

しております。

【請求用紙】
　請求用紙は、すこやかセンター内、福祉保健
課 福祉担当（☎ 0556-20-4611) に用意してあ
ります。（次のところに直接問い合わせても可）

【問い合わせ先】
　総務省 大臣官房管理室 業務担当
　（〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2）
　☎ 03-5253-5182( 直通 ) FAX 03-5253-5190

学校の安全を守る

スクールガード・リーダー

　最近、子どもが被害者となる事件・事故が多発し
て大きな問題となっています。本町でも、各地域で
「子ども見守り隊」などが発足し、自発的に子どもた
ちの登下校時の安全を確保するための活動が始めら
れています。
　今回、県教育委員会からスクールガード・リーダー
として佐野政司さん（八日市場）と望月正一さん（粟
倉）が委嘱されました。佐野さんには、旧下部・中
富地区を、望月さんには旧身延地区を受け持ってい
ただきながら、週２回ほどの割合で、登下校時の巡
回や学校周辺の危険箇所の見回りなどを行っていた
だいております。

佐野政司さん 望月正一さん

　〈 入 札 結 果 を 公 表 し ま す 。 〉　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　入札日　６月１３日　－

工 事 ・ 委 託 名 場 所 請負業者 請負金額（円）
身延町立身延北小学校屋外プール新築 建築主体工事 下 山 近藤工業㈱ 70,875,000
身延町立身延北小学校屋外プール新築 機械設備工事 下 山 ㈲幸和工業 12,915,000
相又農道改良に伴う配水管移設工事 相 又 ㈱大南設備 1,806,000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  －　入札日　６月２７日　－

工 事 ・ 委 託 名 場 所 請負業者 請負金額（円）
北川長塩浄化槽設置整備工事　２工区 北 川 遠藤管工事 2,541,000
北川長塩浄化槽設置整備工事　３工区 北 川 はがね屋 1,921,500
中富北部統合簡水 大塩地区送・配水管布設工事（４工区） 大 塩 ㈱古関工業 23,100,000
下部統合簡水 市之瀬西部配水管布設工事（１工区） 市 之 瀬 ㈱古関工業 19,635,000
身延町下部開発センター電気・ボイラー室石綿除去工事 常 葉 太田工業㈱ 4,725,000

身延西小学校他 空調及び電気設備工事 身延町立西・南
・東小学校 ㈲山田電気商会 18,480,000

身延中央統合簡易水道 和田送・配水管布設工事（１工区） 和 田 ㈱大南設備 24,150,000
身延中央統合簡易水道 和田送・配水管布設工事（２工区） 和 田 ㈲竹美屋工務店 21,084,000
町道道水船線道路維持工事 道 小林建設㈱ 3,759,000
町道山口細尾線防護柵設置工事 清 沢 出羽建設㈱ 1,066,800
６０㎥級耐震性貯水槽新設工事（上田原） 上 田 原 樋川工業㈱ 6,615,000
１００㎥級耐震性貯水槽新設工事（切石） 切 石 中富土木㈲ 10,185,000
４０㎥級耐震性貯水槽新設工事（下部） 下 部 湘南興業㈲ 6,300,000
４０㎥級耐震性貯水槽新設工事（下山） 下 山 ㈲向井工務所 6,300,000
町道除草工事 第１工区（中富） 中富地区 戸栗工務店 1,890,000
町道除草工事 第２工区（下部） 下部地区 丸吾工業㈱ 1,254,750
町道除草工事 第３工区（下部） 下部地区 伊藤建設㈱ 1,606,500
身延福祉センター敷地測量設計業務委託 波 木 井 ㈱リナン 1,365,000
身延福祉センター建設に伴う、地質調査ボーリング業務委託 波 木 井 ㈱サクセン山梨営業所 1,995,000
町道清沢大炊平線測量設計業務委託 大 炊 平 ㈱リナン 1,155,000
町道竹ノ島２号線測量設計業務委託 常 葉 ㈱共和測量 1,270,500
柿島団地建替工事実施設計業務委託 三 沢 ㈲木村設計 15,672,300
柿島団地造成設計業務委託 三 沢 ㈲南誠測量 1,522,500
柿島団地地質調査業務委託 三 沢 ㈱萩原ボーリング 2,992,500
町道本町大庭線道路詳細設計測量業務委託 下 山 ㈱リナン 924,000
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お
し
ら
せ

INFO
R
M
A
T
IO
N

　

東
海
大
学
付
属
望ぼ
う
せ
い星
高
等
学
校

は
、
単
位
制
に
よ
る
通
信
制
課
程

の
高
等
学
校
で
、
'06
年
度
秋
学
期

生
を
募
集
し
ま
す
。
働
き
な
が
ら

自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
３
年
間
で
卒
業
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

【
募
集
期
間
】　

８
月
28
日
（
月
）

〜
９
月
22
日
（
金
）

【
学
習
方
法
】　

放
送
（
衛
生
ラ
ジ

オ
）
を
聴
き
、
月
２
回
日
曜
日
に

登
校
し
、
学
習
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

東
海
大
学
付

属
望
星
高
等
学
校
（
静
岡
県
静
岡

市
葵
区
宮
前
町
１
０
１
）

☎
０
５
４
｜
２
６
１
｜
２
９
５
０

U
R
L　

h
ttp
://w

w
w
.b
osei.

tokai.ed.jp/

警
察
官
採
用
試
験

（
第
２
回
目
）
の
お
知
ら
せ

　

年
度
秋
学
期
生
募
集

'06

お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
０
６

　

甲
府
地
方
気
象
台
で
は
、
お
天

気
フ
ェ
ア
２
０
０
６
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】　

気
象
台
見
学
、
地
震
体

験
、
お
誕
生
日
の
天
気
調
べ
等

【
日
程
】　

８
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】　

甲
府
地
方
気
象
台

　
　
（
甲
府
市
飯
田
４
の
７
の
29
）

【
参
加
費
】　

無
料
、
予
約
不
要

【
そ
の
他
】　

駐
車
場
の
都
合
に
よ

り
、
お
車
で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

甲
府
地
方
気

象
台
総
務
課

☎
０
５
５
｜
２
２
２
｜
３
６
３
４

U
RL　

http://w
w
w
.tokyo-jm

a.

go.jp/hom
e/kofu

　

山
梨
県
警
察
で
は
、
平
成
18
年

度
山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験
第
２

回
目
を
実
施
し
ま
す
。

　

採
用
日
程
、
受
験
資
格
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
《
平
成
19
年
４
月
採
用
》

【
試
験
職
種
】

○
警
察
官
Ａ

　
（
男
性
・
武
術
指
導
・
女
性
）　

※
受
験
資
格   

昭
和
51
年
４
月
２

日
以
降
の
生
ま
れ
で
、
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方

ま
た
は
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方

○
警
察
官
Ｂ　
（
男
性
・
女
性
）

※
受
験
資
格　

昭
和
51
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で

の
生
ま
れ
で
、
Ａ
区
分
以
外
の
方

【
受
付
期
間
】　

７
月
26
日
（
水
）

　
　
　

〜
８
月
25
日
（
金
）
ま
で

【
第
一
次
試
験
】　

９
月
17
日（
日
）

【
申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

電
気
は
日
常
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
便
利
な
も
の
で
す
が
、

取
扱
い
な
ど
を
誤
る
と
感
電
や
火

災
な
ど
の
災
害
を
招
く
恐
れ
が
あ

り
、
日
ご
ろ
か
ら
安
全
に
使
用
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会
で

は
、
公
益
法
人
と
し
て
地
域
や

職
場
な
ど
皆
さ
ま
の
所
へ
お
伺
い

し
、
電
気
を
安
全
に
効
率
よ
く
お

使
い
い
た
だ
く
た
め
の
出
前
セ
ミ

ナ
ー
を
無
料
に
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
実
施
内
容
】　

・
省
エ
ネ
の
方
法
、
太
陽
光
発
電

　

等
の
講
演

・
電
気
の
安
全
な
使
い
方
、
地
震

　

災
害
の
備
え
等
の
ビ
デ
オ
上
映

・
延
長
コ
ー
ド
の
作
成
実
習　

等

【
実
施
日
時
】　

日
曜
、
祭
日
を
除

く
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
実
施
時
間
】　

１
〜
２
時
間
程
度

【
人
数
】　

５
〜
30
名
程
度
（
人
数

が
多
い
時
は
、
数
回
に
分
け
て
行

い
ま
す
）

【
場
所
】　

ご
用
意
い
た
だ
い
た
場

所
へ
伺
い
ま
す
。

電

気

安

全

出

前

セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　

県
立
防
災
安
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ス
ラ
イ
ド
で
地
震
に
対
す
る
備
え

の
習
得
、
起
震
車
（
屋
内
起
震
装

置
）
に
よ
る
地
震
体
験
、
煙
体
験
、

消
火
器
に
よ
る
消
火
体
験
、
テ
ン

プ
ラ
鍋
の
消
火
体
験
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
地
域
に
出
向

き
こ
れ
ら
の
体
験
や
ス
ラ
イ
ド
を

活
用
し
た
「
防
災
出
前
講
座
」
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
休
館
日
】　

第
２
・
４
日
曜
日
、

祭
日
、
年
末
年
始

※
地
震
体
験
車
の
ご
利
用
は
、
前

も
っ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

山
梨
県
立
防

災
安
全
セ
ン
タ
ー
（
中
央
市
今
福

９
９
１
番
地 
消
防
学
校
隣
）

☎
０
５
５
｜
２
７
３
｜
１
０
４
８

U
R
L　

h
ttp
://yam

an
ash
i-

bousai.or.jp

　

県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
担
当

☎
０
５
５
｜
２
３
５
｜
２
１
２
１

　

南
部
警
察
署
警
務
係

☎
０
５
５
６
｜
６
４
｜
３
３
０
１

【
費
用
】　

セ
ミ
ナ
ー
費
用
は
無
料

【
連
絡
先
】　
（
財
）
関
東
電
気
保

安
協
会 

山
梨
事
業
本
部 

広
報
担

当 

岡
ま
で

☎
０
５
５
｜
２
２
８
｜
３
２
０
０

山
梨
県
立
防
災
安
全

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
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中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立

型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】
①
適
格
年
金
制
度

か
ら
の
移
行
先
で
す
。
②
掛
金
の

一
部
を
一
定
期
間
、
国
が
助
成
し

ま
す
。
③
掛
金
は
全
額
非
課
税
で

す
。
④
管
理
が
簡
単
で
す
。
⑤
掛

金
以
外
の
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

中
小
企
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部
（
中
退
共
）

☎
０
３
｜
３
４
３
６
｜
０
１
５
１

U
R
L　

h
ttp
://ch

u
taikyo

.

taisyokukin.go.jp

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

本
年
５
月
１
日
に
会
社
法
（
関

連
法
律
含
む
）
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
頼
ら

な
く
て
も
社
内
で
法
務
関
係
の
概

要
を
理
解
し
、
発
生
し
た
問
題
に

対
し
て
適
切
な
経
営
戦
略
判
断
を

行
え
る
「
企
業
法
務
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
」
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

企
業
法
務
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
養
成
講
座
の
ご
案
内

【
開
催
日
時
】

・
第
１
回　

９
月
６
日
（
水
）

・
第
２
回　

９
月
13
日
（
水
）

・
第
３
回　

９
月
20
日
（
水
）

・
第
４
回　

９
月
27
日
（
水
）

・
第
５
回　

10
月
４
日
（
水
）

・
第
６
回　

10
月
11
日
（
水
）

　

い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分
ま
で

【
会
場
】　

独
立
行
政
法
人 

雇
用
・

能
力
開
発
機
構
山
梨
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
中
小
河
原
町
４
０
３
の

１ 

南
甲
府
警
察
署
前
）

☎
０
５
５
｜
２
４
２
｜
３
０
６
１

※
駐
車
場
完
備

【
受
講
対
象
】　

中
小
企
業
の
事
業

経
営
に
従
事
す
る
方
。

【
募
集
人
数
】　

40
名
（
申
し
込

み
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
｜
２
４
１
｜

３
８
６
５
に
て
）

【
受
講
料
】　

無
料

【
講
座
内
容
】　

会
社
法
改
正
後
の

経
営
戦
略
に
活
か
せ
る
企
業
法
務

関
係
の
法
務
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

養
成
す
る
講
座
で
す
。（
詳
細
は

会
場
と
な
る
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
い

資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。）

　

県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
と
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
が
統
合
し
て
、
４
月

１
日
か
ら「
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
」

と
な
り
、
県
行
政
や
県
民
生
活
に

関
す
る
相
談
業
務
、
啓
発
事
業
、

情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
県
民
生
活
相
談
》

【
担
当
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

　

法
律
、
内
職
、
土
地
、
住
宅
、

交
通
事
故
、
労
働
、
消
費
生
活
、

個
人
情
報
の
相
談

【
無
料
弁
護
士
相
談
】　

専
門
的
な

法
律
の
問
題
に
つ
い
て
、
毎
月
５

回
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
制
で

す
の
で
あ
ら
か
じ
め
担
当
相
談
員

に
申
し
込
み
（
電
話
可
）
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
開
設
時
間
は
午
後
１
時
〜
４
時

ま
で
で
、
一
人
当
た
り
の
相
談
時

間
は
30
分
で
す
。

《
行
政
苦
情
・
行
政
相
談
》

　

県
の
行
政
に
対
し
て
の
苦
情
や

相
談
に
つ
い
て
、
法
律
、
行
政
に

関
す
る
専
門
の
学
識
経
験
者
で
あ

る
行
政
苦
情
審
査
員
が
県
の
関
係

機
関
等
を
調
査
（
照
会
）
し
、
お

答
え
し
ま
す
。

県
行
政
や
県
民
生
活

に
関
す
る
ご
相
談

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
民
生
活
セ

ン
タ
ー
（
甲
府
市
丸
の
内
１
の
８

の
５ 

県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

消
費
生
活
の
相
談
先

☎
０
５
５
｜
２
３
５
｜
８
４
５
５

消
費
生
活
以
外
の
相
談
先

☎
０
５
５
｜
２
２
３
｜
１
３
６
６

「
ふ
る
さ
と
山
梨

就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催

　

県
で
は
、
学
生
を
含
む
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の
県
内
へ

の
就
職
促
進
と
県
内
企
業
等
の
人

材
確
保
を
図
る
た
め
、「
ふ
る
さ

と
山
梨
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
】　

８
月
17
日
（
木
）
午
後

１
時
（
受
付
：
正
午
か
ら
）

【
場
所
】　

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

【
対
象
】

・
県
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る
平

　

成
19
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
、

　

短
大
、
専
修
学
校
生
と
Ｕ
タ
ー

　

ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

・
県
内
に
事
業
所
、
支
店
等
が
あ

　

り
県
内
を
就
職
地
と
す
る
求
人

　

の
あ
る
企
業
等

【
内
容
】

・
県
内
企
業
と
の
面
接
会

・
農
業
、
林
業
、
福
祉
の
分
野
へ

　

の
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

　

へ
の
仕
事
の
相
談

・
専
門
職
員
な
ど
に
よ
る
職
業
相

　

談　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
参
加
費
】　

無
料

【
参
加
方
法
】

・
就
職
希
望
者
の
参
加
申
込
書
は

　

不
要
で
す
。
※
面
接
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
履
歴
書
を
複
数
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

・
参
加
を
希
望
さ
れ
る
企
業
等
は

　

事
前
に
申
込
書
の
提
出
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

山
梨
県
労
政

雇
用
課

☎
０
５
５
｜
２
２
３
｜
１
５
６
２
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心 配 ごと相談
●日　時

●会　場

心配ごと相談は、どなたでも、どんな内容でも、どの会場
でも相談をお受けします。

下部保健センター・中富すこやかセンター
身延保健センター

８月１１日（金）・２５日（金）13時～15時

※収集日の朝 8時までに必ず名前を記入して出してください。

※可燃物については、平成 18年度ごみ収集日程表をご覧ください。

平成 18年９月　資源ごみ等収集日程表
　　　　　種別
地区　　　　　 古紙類 ペット

ボトル
プラスチック
製容器 ミックス紙 金物類 ビン類 ガラス・

セトモノ類

下部地区　Ａ  14 日   1 日

12 日

26日

   5日

19日

  4 日   7 日

下部地区　Ｂ  14 日   1 日   5 日   8 日

中富地区　　  21 日 11 日   5 日   1 日

身延地区　Ａ    7 日   7 日 14 日 19日

身延地区　Ｂ    7 日   8 日 15 日 20日

談行 政 相
●日　時

●会　場 下部開発センター
中富総合会館
身延保健センター

８月９日（水）
　　　13時～16時

結 婚 相 談
●日　時

●会　場 身延分館（元身延勤労センター）
　　身延中学校、身延地区町民体育館隣接

８月２０日（日）１３時～１6時

結婚について相談したい方は、
お気軽にご相談ください。

●電　話

●受付担当
☎ 0556-62-1395　※当日開催時間のみ受付

８月は下部地区の結婚相談員 2名が担当

下部地区 Ａ 古関・久那土・下部地区のうち長塩・北川・市之瀬

下部地区 Ｂ 長塩・北川・市之瀬を除く下部地区

身延地区 Ａ 下山地区全域・門内地区全域・塩沢・波木井・豊岡（清子を除く）

身延地区 Ｂ 梅平・大野・清子・和田・大島・角打・帯金・丸滝・塩之沢・八木沢・椿草里

相明発 談
●日　時
●会　場 身延町商工会中富支所

８月２９日（火）10時～16時

●予約先 身延町商工会 ☎0556-42-2221

特許、実用新案、商標等に関してお気軽に
ご相談ください。相談は無料で予約制です。

　

７
月
１
日
、
身
延
町
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
部
（
杉
山
由
太
郎
部
長
）

で
は
、
町
営
八
木
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
第
１
回
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
合
併

に
伴
い
３
地
区
に
分
か
れ
て
い
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
も
統
合
し
、
町

体
育
協
会
の
専
門
部
と
し
て
活
動

を
開
始
、
今
回
第
１
回
目
と
な
る

記
念
大
会
を
開
催
し
た
も
の
で
す
。

町
内
40
チ
ー
ム
が
参
加
、
総
勢
約

２
４
０
人
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
【
大
会
結
果
】

優　

勝　

清
友

準
優
勝　

根
子
Ａ

第
３
位　

古
関

第
４
位　

清
子
Ｂ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
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善意 ありがとうございます。

婚姻 末永くお幸せに

死亡 ご冥福をお祈りします。

出生 すくすくよいこに

  　氏　名　 （年齢）　   届出人　（地　区）

　　夫　　　　　　妻　 　　 （地　区）

あかちゃん　　　　  保護者　（ 地 区）　

人　口　   16,541   人　（＋    3）
     男　　    7,892   人　（±    0）
     女　　    8,649   人　（＋    3）
世帯数　    6,344 世帯（＋    5）

平成 18 年 7 月 1 日現在　（　　）内前月比

人口と世帯

金     100,000 円　
金       50,000 円　
金　　10,000 円　

金　　 50,000 円　
金　　 50,000 円　

社会福祉協議会へ

INFORMATION 　平成18年6月1日～ 30日までの受付（敬称略・順不同）

身延町へ

　竜王社会保険事務所では、健康保険、厚生年金保険、
国民年金に関する相談を毎月行っています。

◆８月の社会保険相談日◆
　日　時：８月１０日（木）
　場　所：南部町森林組合
　時　間：午前 9時 30分～ 12時、午後１時～４時
　問い合わせ先：竜王社会保険事務所
　　　　　　　　　　☎ 055-278-1104

健康保険、年金等の相談

今月の納期
【納期限　８月３１日】
　・町 県 民 税　２期
　・国民健康保険税　３期

 
－現代書壇を代表する－日本の書展

《 展 覧 会 開 催 中 》

【展示期間】　７月 21日（金）～ 8月 27日（日）
【展示場所】　なかとみ現代工芸美術館
【展示作品】　書作品 134点
【休 館 日】　毎週火曜日
【問い合わせ先】
　　なかとみ現代工芸美術館　☎ 0556-20-4555

第６回 砂金掘り大会（湯之奥金山博物館）

【開 催 日】　8月 5日（土）8:30 ～ 13:00
　　　　　　　※雨天の場合翌日 6日（日）
【参 加 費】　大人 500円、中学生未満 300円
【競技種目】　ジュニアの部、初心者の部、ベテランの部
【申込締切】　8月 4日（金）まで
【問い合わせ先】
　　　湯之奥金山博物館　☎ 0556-36-0015

※　個人情報保護のため、個人が特定できる
情報は削除して掲載しました。
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下
部
温
泉
街
を
通
り
抜
け
、
約

１
㎞
余
り
進
む
と
赤
い
橋
（
湯
平

橋
）
が
見
え
て
き
ま
す
。
林
道
三

石
山
線
の
起
点
と
な
る
こ
の
橋
を

渡
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
、
湯
町
農

村
公
園
（
通
称
湯
町
ホ
タ
ル
公

園
）
の
入
口
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら

ふ
る
さ
と

　

み
の
ぶ
再
発
見

足
湯
・
湯
町
ホ
タ
ル
公
園
隣

自
然
を
満
喫
で
き
�

　

 

気
軽
に
温
泉
の
効
能
を
実
感
で
き
ま
す
�

温
度
は
40
度
前
後
と
適
温

４
０
０
ｍ
程
進
む
と
吊
り
橋
が
見

え
、
ホ
タ
ル
公
園
の
駐
車
場
に
突

き
当
た
り
ま
す
。
こ
の
駐
車
場
の

一
角
に
、
こ
の
ほ
ど
足
湯
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
点
で
は
、
昨
年
８
月
か

ら
温
泉
掘
削
が
行
わ
れ
、
本
年
４

月
に
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
温
泉
分
析
書
で
は
、
源
泉
名

「
し
も
べ
奥
の
湯
高
温
源
泉
」
と

名
付
け
ら
れ
、
泉
温
51
度
、
湧
出

量
毎
分
４
４
９
ℓ
（
動
力
揚
湯
試

験
）、
pH
（
ペ
ー
ハ
ー
）
9.3
と
非

常
に
高
い
ア
ル
カ
リ
性
の
無
色
透

明
硫
黄
性
臭
味
の
単
純
温
泉
で
す
。

　

こ
の
新
源
泉
を
、
地
元
の
人
や

観
光
客
な
ど
に
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
地
元
区
長
で
土
木
建
築
業

を
営
ん
で
い
る
旭
大
三
さ
ん
が
中

心
と
な
り
、
手
作
り
で
一
度
に
約

12
人
程
が
利
用
で
き
る
木
製
で

長
さ
3.5
ｍ
、
幅
90
㎝
、
深
さ
40
㎝

の
足
湯
施
設
を
５
日
間
で
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
自
然
に
湧
き
出
し
て

く
る
温
泉
を
利
用
し
、
温
度
は
約

40
度
前
後
と
適
温
、
ほ
の
か
に
硫

黄
の
臭
い
が
漂
い
、「
美
人
の
湯
」

と
呼
ば
れ
美
肌
効
果
も
あ
る
新
泉

源
の
感
触
を
、
ぜ
ひ
一
足
先
に
楽

し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。（
夜
間

の
利
用
は
禁
止
で
す
。）

　

こ
の
日
も
、
下
部
の
小
林
さ
ん

が
、
姉
で
静
岡
県
清
水
区
在
住
の

栗
山
さ
ん
と
そ
の
お
孫
さ
ん
の
４

人
で
足
湯
を
訪
れ
、
温
泉
の
効
能

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
★
み
の
ぶ　
「
渡
辺
萌
さ
ん
（
中
ノ
倉
在
住
）」

　

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
中

米
の
「
ニ
カ
ラ
グ
ア
」
に
派
遣
が

決
ま
っ
た
渡
辺
萌
さ
ん
が
、
６
月

16
日
に
身
延
町
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
、
平
成
18
年
度
第

一
次
派
遣
隊
員
と
し
て
本
年
６
月

か
ら
平
成
20
年
６
月
ま
で
の
２
年

間
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
イ
サ
ベ
ル
・

リ
サ
ノ
自
治
学
校
で
教
壇
に
立
ち
、

小
学
一
年
生
に
算
数
を
教
え
ま
す
。

　

現
在
、中
南
米
に
お
い
て
の「
算

数
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
、
そ

の
一
人
と
し
て
派
遣
が
決
定
し
、

教
材
・
教
具
の
さ
ら
な
る
工
夫
や
、

わ
か
り
や
す
い
算
数
授
業
・
教
え

方
の
研
究
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

渡
辺
さ
ん
は
、「
教
え
る
・
教

わ
る
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
築
い
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
協
力
隊

を
大
き
な
経
験
と
し
、
今
後
そ
れ

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

二
年
間
「
ニ
カ
ラ
グ
ア
」
へ

を
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
レ
デ
ィ
ー
、
渡
辺

さ
ん
の
派
遣
先
で
の
ご
活
躍
と
、

２
年
間
の
派
遣
が
無
事
終
了
す
る

こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

渡
辺
さ
ん
は
23
歳
、
三
人

妹き
ょ
う
だ
い
弟
の
長
女
で
、
現
在
は
両
親
と

祖
母
の
４
人
で
中
ノ
倉
に
暮
ら
す
。

山
梨
大
学
で
教
員
の
免
許
を
取
得
、

卒
業
後
に
渡
米
し
て
語
学
と
ア
ー

ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
一
年
間
学

ぶ
。
帰
国
後
に
市
川
中
学
校
の
講

師
と
し
て
一
年
余
り
勤
務
す
る
。
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